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研究成果概要 
2022 年度は、第４期重力波国際共同観測 O4 へ向けて極低温鏡懸架システムの制御の最

終調整を行った。まず、低温懸架系を含む Type-A 防振装置の総合的な調整を行い、ダ

ンピング制御を徹底的に実施した。初期アラインメントにおける傾き制御機構（ロープ

ウェイ方式 Moving Mass）や反射型光変位センサー、低温用コイル・マグネットアクチ

ュエーターなど、本共同利用研究でこれまでに開発し、導入してきたセンサー・アクチ

ュエータ類は充分にその性能を発揮できた。また、KAGRA の鏡の冷却は O4a（前半）

から O4b（後半）に移行するタイミングで実施する予定であるため、現状では鏡の温度

はほぼ室温であり、低温化によるアラインメントのズレは確認しにくい状況にあるが、

クライオスタットシールドの冷却により 80K まで冷却されている鏡が１つだけあり、現

状はこの状態でもうまくアラインメントと制御ができていることから、本質的には問題

無いと判断している。最終的に、100Hz 以下の KAGRA の感度は O3 時を大幅に上回

り、現在はトータルでも O3 時よりも良い 1Mpc 連星中性子合体レンジの感度を実現出

来ている。この成果は宇宙線研の学生の修士論文となった。 
O4, O5 での長期運転に備えた防振系のモニターシステム構築については、コストの問

題から当初考えていた制御回路ボックスを介した方法を断念し、シリアル通信と Digital 
IO による読み出しに変更した。一部回路を試作し、読み出しに成功している。低温系の

温度モニターはすでに実装済みである。モニター系の構築は KAGRA の積年の懸案事項

であるため、加速器の専門家の力を借りながら再考し、次年度の新規共同利用研究テー

マとすることとした。 
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